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桶川市人口ビジョン（案）に関する意見等の募集結果 

 

番

号 

項目等 
意見等の概要 市の考え方 

（ページ） 

1 
第４章 

ｐ33 

「国の目標と同様のレベルまで合計特殊出生率が上昇すると仮

定」とあるが、信頼できる根拠が乏しいし、意味がない。国に追随

する前提は、「結婚・出産・子育て支援策」がどの程度効果を上げた

かを立証せねばならないが、それができていない。 

合計特殊出生率は、国が目標として掲げる値

を踏まえ、本市における現在の出生率を参酌し

ています。 

2 
第４章 

ｐ33 

短期的子育て支援策は、「産む」ことには効果はあげても、その後

定住するとは限らないからである。従って、生活しやすさ、子育て

教育環境、文化的レベルの向上など総合的な施策が必要である。 

定住については、短期的、局所的な施策では

なく、ライフステージに応じた施策展開が重要

だと認識しております。ご意見のとおり、総合

的な視点に基づき、効果的な施策を展開してい

きます。 

3 
第４章 

ｐ35 

人口減少対策を何らとらない場合の推計結果（下記「単純集計」：

６１，９０３人）と比較して約２，３００人多い、６４，２２５人

と推計されます。とあるが、これを含め、２０年間で４００人ずつ

の減少を目標としているのは、情けない限りである。もう少し人口

増、流入に他市にはない施策の決意のもと、もう少し戦略を緻密に

検討して人口減少を減らす目標にすべきである。 

人口減少対策については、今後、減少してい

く動態を検証し、その減少の速度と下げ幅を緩

やかにすることを前提としております。将来の

目標人口は、直近５ヵ年の住民基本台帳人口か

らの変化率などを分析の上、算出しています。 

 

 

 

 


